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「
も
う
ヨ
ー
ロッ
パ
に
何
も
期
待
し
な
く
て
い
い
ん
だ
」

日
本
の
非
商
業
映
画
・
実
験
映
画
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
開
史ジ

ュ
リ
ア
ン
・
ロ
ス

一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
非
商
業
映
画
や
実
験
映
像
作
品
の
個
別
的
な

上
映
履
歴
は
五
十
年
近
く
経
っ
た
今
か
ら
だ
と
掴
み
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。 

大
手
の
製
作
会
社
と
比
べ
る
と
上
映
も
断
続
的
で
回
数
も
少
な
い

の
で
、
公
開
経
緯
を
辿
る
事
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
上
、
上
映
さ
れ
て
も

公
式
な
商
業
映
画
館
で
な
い
空
間
や
方
法
で
上
映
さ
れ
る
事
が
多
い
た
め

記
録
も
浅
い
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
形
の
映
画
は
一
般
の
公
式
と
外
れ
て

い
る
か
ら
と
言
っ
て
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
様
々
だ
が
、

一
つ
重
要
な
点
を
挙
げ
て
み
れ
ば
同
時
代
に
国
際
的
な
注
目
を
浴
び
て
、

世
界
の
各
地
を
回
っ
た
数
少
な
い
作
品
の
大
半
は
自
主
映
画
・
実
験
映
画

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

主
に
小
型
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
こ
の
型
の
作

品
は
配
給
も
比
較
的
に
安
易
で
あ
り
、
物
語
の
展
開
や
言
語
表
現
を
重
視

し
な
い
た
め
に
台
詞
や
台
本
の
翻
訳
と
字
幕
付
け
を
す
る
必
要
性
が
緩
か

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
各
地
を
回
る
事
が
出
来
た
一
番
の
理
由
は

営
利
的
な
枠
組
み
形
式
に
対
し
て
世
界
共
通
に
反
抗
的
な
意
識
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。 

単
眼
的
に
国
内
の
売
り
上
げ
に
集
中
し
て
い
た
商
業
映

画
よ
り
、
視
野
を
広
げ
て
世
界
に
挑
ん
だ
実
験
映
画
の
方
が
国
際
的
に
日

本
を
代
表
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
日
本
の
映
画
歴

史
を
辿
る
に
は
欠
か
せ
な
い
非
商
業
映
画
・
実
験
映
画
は
同
時
代
に
ど
う

い
う
形
で
紹
介
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
こ

の
小
論
文
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
の
公
開
企
画
や
受
容
を
英
国
中
心

に
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
一
般
公
開
と
は
別
途
の
経
路
で
紹
介
さ
れ

た
こ
の
型
の
作
品
は
国
際
映
画
祭
、 

美
術
館
、
規
模
の
小
さ
い
メ
ン
バ
ー

倶
楽
部
や
小
劇
場
な
ど
の
場
所
で
上
映
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ベ

ル
ギ
ー
の
世
界
初
国
際
実
験
映
画
祭E

X
P
R
M

N
T
L

の
第
三
・
四
・
五
回
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（
一
九
六
三
・
一
九
六
七
・
一
九
七
三
年
版
）
の
日
本
の
出
品
作
品
、
そ
し

て
英
国
の
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
と
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
の
非
商
業

映
画
作
品
の
選
択
と
そ
の
評
価
を
紹
介
す
る
1
。
次
に
実
験
映
画
が
映
画

館
・
映
画
祭
と
は
別
途
に
「
美
術
」
の
文
脈
で
ど
の
よ
う
に
英
国
に
紹
介

さ
れ
た
か
を
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
点
で
は
現
代
芸
術
を
扱
う

美
術
館
「
Ⅰ
Ｃ
Ａ
」（
イ
ン
ス
テ
チ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
・
ア
ー
ツ
）
の
「Flu

o
rescen

t C
h
rysan

th
em

u
m

」（
蛍
光
菊
）
展
2

や
メ
ン
バ
ー
倶
楽
部
の
上
映
会
を
例
と
し
て
実
験
映
画
と
美
術
の
関
係
を

考
察
し
て
み
る
。
最
後
に
当
時
の
実
験
映
画
作
家
の
中
で
最
も
行
動
力
が

あ
っ
た
飯
村
隆
彦
を
一
例
と
し
て
、
半
年
に
渡
る
一
九
六
九
年
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
ツ
ア
ー
と
一
九
七
二
〜
七
四
年
の
ド
イ
ツ
滞
在
を
中
心
に
彼
の
海
外

活
動
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

E
X

P
R

M
N

TL

国
際
実
験
映
画
祭

ベ
ル
ギ
ー
王
立
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
主
催
で
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ジ
ャ
ッ
ク
・

ル
ド
ゥ
ー
（Jacq

u
es Led

o
u
x

）
氏
が
立
ち
上
げ
た 

「E
X

P
R
M

N
T
L

」

は
五
年
に
一
度
程
の
ペ
ー
ス
で
行
な
わ
れ
た
。
一
九
四
九
年
六
月
に
開
催

し
た
実
験
映
画
祭
は
、
ま
ず
第
一
回
は
い
ま
ま
で
創
ら
れ
た
実
験
映
画
を

全
て
上
映
す
る
事
に
挑
戦
し
た
。
第
二
回
は
一
九
五
八
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
万
国
博
覧
会
の
一
部
と
し
て
開
催
早
々
四
月
二
十
一
日
〜
二
十
七
日
ま

で
〈
国
際
実
験
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
〉
と
し
て
企
画
さ
れ
、
世
界
の
実
験
映

画
を
ま
と
め
た
。
恐
ら
く
、
初
め
て
日
本
の
実
験
映
画
が
参
加
し
た
の

は
、
一
九
六
三
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
元
旦
ま
で
の
期
間
、
小
さ
な
海
浜

村K
n
o
k
k
e–le–Z

o
u
te

（
ク
ノ
ッ
ク
・
ル
・
ズ
ー
ト
）
の
カ
ジ
ノ
の
中

で
行
な
わ
れ
たE

X
P
R
M

N
T
L3

だ
ろ
う
。
第
三
回
目
は
電
子
音
楽
の
イ

ヴ
ェ
ン
ト
、
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
の
展
示
や
文
学
に
関
し
て
の
パ
ネ

ル
な
ど
映
画
上
映
の
枠
か
ら
外
れ
た
活
動
も
含
め
た
展
開
だ
っ
た
。
審

査
員
と
し
て
招
待
さ
れ
た
評
論
家
・
映
画
作
家
の
ジ
ョ
ナ
ス
・
メ
カ
ス

（Jo
n
as M

ek
as

）
氏
は
ベ
ル
ギ
ー
の
法
律
に
よ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ミ
ス

（Jack
 Sm

ith

）
監
督
作
品
「
燃
え
上
が
る
生
物
」
の
上
映
禁
止
に
怒
り
、

審
査
員
と
し
て
の
仕
事
を
拒
否
し
て
、
ニ
ュ
ー
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ネ

マ
以
外
の
上
映
作
品
を
「
古
く
て
ア
マ
チ
ュ
ア
」
と
批
判
し
た
3
。
し
か

し
、
も
う
一
人
の
審
査
員
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ロ
ー
ト
ン（Jam

es 

B
ro

u
gh

to
n

）
氏
は
日
本
の
出
品
作
品
の
ニ
ュ
ー
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ

ネ
マ
と
共
通
し
た
淡
泊
な
雰
囲
気
を
賞
賛
し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
燃
え
上

が
る
生
物
」
の
（
未
）
公
開
を
通
し
て
ニ
ュ
ー
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ネ
マ

を
本
格
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
事
で
有
名
なE

X
P
R
M

N
T
L3

は
、

も
う
一
方
に
日
本
の
実
験
映
画
史
に
も
重
要
な
出
来
事
を
及
ぼ
し
た
4
。

ブ
ロ
ー
ト
ン
氏
の
意
見
に
賛
同
し
た
審
査
員
は
、
三
十
一
カ
国
四
百
本
あ

ま
り
の
作
品
が
集
ま
っ
た
〈
国
際
実
験
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
〉
で
、
日
本
の

出
品
作
品
七
本
に
特
別
グ
ル
ー
プ
賞
を
授
与
し
た
。 

こ
う
し
てE

X
P
R
M

N
T
L3

で
始
め
て
海
外
に
日
本
の
実
験
映
画
が
集

結
し
て
紹
介
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
5
。
そ
し
て
、
日
本
の
実
験
映
画
が
海

外
で
認
め
ら
れ
た
事
は
日
本
で
も
初
め
て
正
式
な
形
で
国
内
製
作
さ
れ

た
実
験
映
画
が
本
格
的
に
認
め
ら
れ
る
機
会
へ
と
繋
が
っ
た
。
半
年
後
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に
草
月
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で

「
第
三
回
国
際
実
験
映
画
祭
受
賞

日
本
部
門
作
品
特
別
上
映
」
が

「
草
月
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
第
九
回
」

と
し
て
一
九
六
四
年
六
月
十
日

に
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
の
草

月
実
験
映
画
祭
（
一
九
六
七
〜

六
九
）
に
連
結
し
た
6
。
そ
の
上
、

受
賞
者
の
大
林
、
高
林
、
飯

村
、
リ
チ
ィ
ー
は
同
年
に
ぐ
る

〜
ぷ
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
を
組
み
、
そ
の
後
も
上
映

な
ど
の
団
体
活
動
を
五
年
程
の

間
東
京
を
拠
点
に
行
な
い
、
海

外
（
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
で
も

リ
チ
ィ
ー
と
飯
村
の
行
動
力
に

よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
の
作
品
の
上

映
が
企
画
さ
れ
た
7
。
遡
っ
て
、

一
九
七
三
年
開
催
の
最
終
回
と

な
っ
たE

X
P
R
M

N
T
L5

で
も

ま
た
二
人
の
日
本
人
作
家
が
受

賞
し
た
。
中
井
恒
夫
の
「
錬
金

術
」（
一
九
七
一
）
と
岡
部
道
男

の
「
少
年
嗜
好
」（
一
九
七
三
）
に
賞
を
授
与
し
た
映
画
祭
は
、
団
体
と
し

て
で
は
な
く
自
己
表
現
と
し
て
日
本
の
実
験
映
画
作
品
を
受
け
入
れ
た
8
。

一
見
こ
の
よ
う
にE

X
P
R
M

N
T
L

国
際
実
験
映
画
祭
で
は
日
本
の
作
品
は

同
時
代
に
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
映
画
祭
の
由
縁
に
関
し
て
も

代
表
的
なE

X
P
R
M

N
T
L4

に
招
待
さ
れ
た
若
松
孝
二
監
督
作
品
「
胎
児

が
密
猟
す
る
時
」
の
上
映
に
当
た
る
会
場
の
反
応
を
調
べ
る
と
誤
解
を
招

い
た
事
が
認
識
で
き
る
。

国
際
的
に
政
治
の
季
節
が
沸
騰
に
至
る
寸
前
の
一
九
六
七
年
末
〜
六
八

年
の
頭
に
開
催
さ
れ
たE

X
P
R
M

N
T
L4

に
は
、
映
像
作
家
も
含
め
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
美
術
家
、
学
生
や
活
動
家
な
ど
が
集
ま
っ
た
。 

日

本
の
映
像
作
品
は
若
松
孝
二
の
作
品
も
含
め
て
、
久
里
洋
二
の
短
編
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
あ
な
た
は
何
を
考
え
て
い
る
の
？
」（
一
九
六
七
）、
高

林
陽
一
の
短
編
「
村
肌
」（
一
九
六
七
）9
と
イ
ギ
リ
ス
で
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ

が
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
コ
ッ
ク
ス
（A

n
th

o
n
y C

o
x

）
と
撮
影
し
た
の
「FILM

 

N
o
 4

」
の
四
本
が
映
画
祭
に
招
待
さ
れ
た
10
。
政
治
と
映
画
が
交
差
す
る

中
で
、
若
松
孝
二
の
作
品
が
思
い
も
よ
ら
ぬ
反
響
を
及
ぼ
し
た
。
上
映
中

に
ド
イ
ツ
か
ら
訪
れ
た
学
生
革
命
家
が
「
胎
児
が
密
猟
す
る
時
」
を
フ
ァ

シ
ス
ト
映
画
と
批
判
し
て
、
二
度
目
の
上
映
の
封
鎖
を
す
る
た
め
舞
台
に

上
が
り
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
運
動
参
加
を
観
客
に
奨
励
し
た
。
映
画
批
評

家
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
レ
ー
テ
ム
（R

o
lan

d
 Leth

em

）
氏
の
記
憶
に
よ
る

と
、
反
抗
に
熱
心
な
学
生
諸
君
は
映
写
の
邪
魔
を
す
る
た
め
に
人
間
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
を
組
み
、
舞
台
幕
に
火
を
つ
け
よ
う
と
も
し
た
ら
し
い
11
。
日
本

で
は
左
翼
や
学
生
の
味
方
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
若
松
孝
二
の
作
品
は
、

EXPRMNTL ３特別グループ賞受賞作品覧
作家 作品 年度 分数 プリント

吉田直哉 日本の文様 1963 30分 16mm

藤野一友・大林宣彦 喰べた人 1963 24分 16mm

平田穂生 家 1963 18分 16mm

高林陽一 砂 1963 26分 16mm

飯村隆彦 ONAN 1963  7分 16mm

ドナルド・リチィー 戦争ごっこ 1963 20分 16mm

ドナルド・リチィー ふたり 1963 59分 35mm
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こ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
生
運
動
で
は
正
反
対
の
反
応
を
起
こ
し
た

の
だ
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
ま
で
一
緒
に
同
行
し
た
雑
誌
「
映
画
評
論
」
編
集

長
・
佐
藤
重
臣
と
若
松
孝
二
は
、
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
当
時
行
な
わ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
で
こ
の
よ
う
に
答
え
た
。

若
松
：
馬
鹿
ど
も
で
す
ね
。
頭
が
空
っ
ぽ
で
す
。

佐
藤
：
何
に
せ
よ
、
男
と
女
の
間
に
は
戦
争
し
か
あ
り
得
な
い
の
で

す
。「
胎
児
」
を
理
解
で
き
な
い
白
痴
ど
も
…
救
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。12

レ
ー
テ
ム
氏
に
よ
る
と
、
上
映
時
も
若
松
孝
二
の
反
応
は
同
じ
く
彼

は
怯
え
も
見
せ
ず
に
「
会
場
の
隅
で
口
を
大
き
く
開
け
て
笑
っ
て
﹇
た
﹈」

13
と
い
う
。
佐
藤
重
臣
も
帰
国
後
に
書
き
上
げ
た
「
ア
ン
グ
ラ
レ
ポ
ー
ト
」

に
同
じ
く
劇
場
の
観
客
の
反
応
を
貶
し
た
。

こ
う
い
う
場
面
が
も
し
再
現
出
来
た
ら
と
日
本
を
出
て
来
る
時
か
ら

思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
思
惑
ど
お
り
、
い
ま
眼
の
あ
た
り
に
繰

り
広
げ
ら
れ
る
と
、
イ
ヤ
が
上
で
も
コ
ー
フ
ン
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

私
は
若
松
と
手
を
握
っ
た
。「
遂
に
や
っ
た
ぜ
！　

若
ち
ゃ
ん
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
イ
ン
ポ
ど
も
。
お
前
た
ち
は
こ
の
程
度
の
も
の
で
、
す
で

に
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
何
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
。
腰
抜

け
ど
も
！

い
い
ん
だ
、
い
い
ん
だ
。
こ
れ
で
い
い
ん
だ
。
も
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

何
も
期
待
し
な
く
て
い
い
ん
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
教
わ
る
こ
と
な

ん
て
、
何
に
も
な
い
ん
だ
。

若
松
が
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
栄
光
に

属
す
る
こ
と
な
の
だ
。14

一
九
六
五
年
ベ
ル
リ
ン
国
際
実
験
映
画
祭
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
招

待
さ
れ
た
若
松
孝
二
の
作
品
「
壁
の
中
の
秘
事
」（
一
九
六
五
）
の
場
合
、

国
内
で
は
「
国
辱
映
画
」
と
批
判
さ
れ
つ
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
批
評
家
に
は

認
め
ら
れ
た
15
。
し
か
し
、
三
年
後
に
行
な
わ
れ
た
「
胎
児
が
密
猟
す
る

時
」
の
上
映
の
場
合
は
同
じ
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
観
客
同
様
、

若
松
孝
二
の
作
品
は
批
評
家
に
も
反
対
さ
れ
た
。
英
国
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
カ
ー
ス
ト
ウ
（M

ich
ael K

u
sto

w

）
氏
は
同
じ

映
画
に
以
下
の
感
想
を
残
し
た
：

私
の
一
生
の
中
で
一
番
軽
蔑
す
る
、 

日
本
か
ら
来
た
信
じ
ら
れ
な
い

く
ら
い
サ
デ
ィ
ズ
テ
ィ
ッ
ク
な
映
画
。
作
品
の
監
督
は
こ
の
よ
う
な

映
画
が
毎
週
の
よ
う
に
製
作
さ
れ
て
い
る
と
書
い
て
い
た
。16

果
た
し
て
、
ド
イ
ツ
の
学
生
運
動
の
革
命
家
は
若
松
孝
二
が
言
う
よ
う

に
「
頭
が
空
っ
ぽ
」
で
あ
り
、
佐
藤
重
臣
が
言
う
よ
う
に
「
恐
怖
」
を
感
じ

て
腰
を
抜
か
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
革
命
家
と



48

カ
ー
ス
ト
ウ
氏
の
意
見
と
合
わ
せ
て
「
胎
児
」
は
軽
蔑
す
る
べ
き
映
画
で

あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
二
つ
の
反
応
を
隣
り
合
わ
せ
に
す
る
と
両
面
的
に
訛
伝
な
誤
解
が

明
確
に
浮
き
出
て
来
る
気
が
す
る
。
佐
藤
重
臣
も
若
松
孝
二
も
彼
等
の
発

言
か
ら
す
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
若
者
活
動
家
の
批
判
を
本
気
に
取
る
気
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、 

彼
等
の
表
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
失
望
は
ア
メ
リ

カ
に
関
心
を
移
し
始
め
た
戦
後
日
本
の
美
術
・
映
画
界
の
全
般
的
な
意
向

を
反
映
し
て
い
る
。
映
画
祭
の
参
加
者
の
中
に
も
学
生
の
支
援
を
す
る
人

も
い
た
よ
う
だ
が
、
映
画
祭
で
も
審
査
員
の
一
人
で
あ
っ
た
映
画
監
督

シ
ャ
ー
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
（Sh

irley C
lark

e

）
も
同
じ
く
運
動
の
理
性

を
批
判
し
て
い
た
よ
う
だ
17
。
そ
し
て
、
中
に
も
「
も
っ
と
も
蠱
惑
的
で
、

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
は
一
番
磨
か
れ
て
あ
っ
た
映
画
」
と
褒
め
た

評
論
家
も
い
た
18
。
上
映
を
企
及
封
鎖
後
、
ド
イ
ツ
の
学
生
運
動
家
は
ベ

ル
ギ
ー
の
革
命
家
と
組
み
ア
メ
リ
カ
共
和
国
の
帝
国
主
義
に
対
し
て
反
抗

す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
、
先
程
批
判
し
た
映
画
「
胎
児
」
が
同
じ
く
反
米

主
義
を
基
盤
と
し
た
映
画
だ
と
気
付
か
ず
に
書
き
上
げ
た
。
こ
の
様
な
思

い
違
い
は
実
験
映
画
で
は
可
能
性
が
高
い
事
を
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ド
ゥ
ー
氏

は
予
測
し
た
そ
う
で
、
誤
解
を
防
ぐ
た
め
に
映
画
祭
の
参
加
者
全
員
に
カ

タ
ロ
グ
の
頁
に
作
品
の
説
明
文
章
を
残
す
場
を
譲
っ
た
。「
胎
児
」
が
実

験
映
画
の
枠
内
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
る
の
を
妙
に
思
っ
た
方
は
、

こ
の
上
映
を
実
例
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
実
験
映
画
の
特
徴
と
こ
の
映
画
が

確
か
に
一
致
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
共
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。
ド

イ
ツ
の
革
命
家
と
若
松
孝
二
は
共
鳴
す
る
意
思
を
抱
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
胎
児
」
の
上
映
に
関
し
て
は
別
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
受
容
に
関
し
て
は
、
こ
の
様
な
誤
解
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
佐
藤
重
臣
が
言
う
よ
う
に
本
当
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

受
容
は
日
本
の
非
商
業
映
画
・
実
験
映
画
の
業
界
に
は
効
力
が
な
か
っ

た
の
か
？　

そ
れ
に
し
て
は
、
日
本
の
実
験
映
画
の
海
外
分
配
歴
を

辿
っ
て
み
る
と
上
映
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
映
画
祭
で
多
い
。
ベ
ル
ギ
ー
の

E
X

P
R
M

N
T
L

映
画
祭
を
一
例
と
し
て
検
討
し
て
み
た
が
、
続
け
て
英
国

の
二
大
国
際
映
画
祭
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
と
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映

画
祭
に
て
同
時
代
の
受
容
を
調
査
し
て
み
た
い
と
思
う
。

ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭

ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画
祭
や
シ
カ
ゴ
映
画
祭
と
同

じ
く
、
規
模
が
大
き
い
国
際
映
画
祭
で
も
比
較
的
に
初
公
開
に
重
点
を
置

か
ず
に
、 

カ
ン
ヌ
や
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
な
ど
の
国
際
映
画
祭
か
ら
評
価
の
高
い

作
品
を
選
択
し
て
上
映
す
る
の
が
開
幕
当
時
か
ら
の
姿
勢
だ
っ
た
。。
そ

の
点
で
も
ど
の
よ
う
な
作
品
が
歴
史
的
に
国
際
映
画
祭
で
評
価
さ
れ
た

か
を
辿
る
に
は
有
効
で
あ
り
、「
羅
生
門
」（
黒
沢
明
、
一
九
五
〇
）
が
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
映
画
祭
で
賞
を
穫
っ
て
か
ら
国
際
映
画
祭
で
頻
繁
に
上
映
さ

れ
た
日
本
の
映
画
は
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
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「もうヨーロッパに何も期待しなくていいんだ」日本の非商業映画・実験映画ヨーロッパ公開史

た
。
黒
沢
明
監
督
「
蜘
蛛
の
巣
城
」
で
一
九
五
七
年
十
月
に
開
催
し
て
か

ら
、
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
は
商
業
映
画
を
中
心
に
日
本
の
映
画
作
品
と
は
長

く
親
し
い
付
き
合
い
が
続
い
た
19
。
一
九
六
一
年
度
の
第
五
回
映
画
祭
で

三
本
上
映
し
た
日
本
は
、
映
画
祭
の
中
で
最
も
上
映
本
数
が
多
い
国
だ
っ

た
。
一
九
六
〇
年
代
だ
け
で
も
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
は
黒
沢
明
の
作
品
を
三

本
上
映
し
た
の
で
、
一
見
商
業
映
画
の
臨
在
が
強
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る

が
、 

自
主
映
画
作
家
の
勅
使
河
原
宏
と
羽
仁
進
の
作
品
は
小
津
安
次
郎
監

督
作
品
よ
り
も
上
映
回
数
が
多
く
、
同
じ
六
〇
年
代
で
も
三
作
品
ず
つ
招

待
さ
れ
た
。
そ
の
後
七
〇
年
に
入
っ
て
も
特
に
日
本
ア
ー
ト
・
シ
ア
タ
ー

ギ
ル
ド
（
Ａ
Ｔ
Ｇ
）
製
作
／
配
給
作
品
の
選
択
が
多
く
、
一
九
七
二
年
は

Ａ
Ｔ
Ｇ
関
連
作
品
「
告
白
的
女
優
論
」、「
修
羅
」
と
「
書
を
捨
て
よ
、
町

へ
出
よ
」
が
招
待
さ
れ
米
国
と
英
国
の
次
に
日
本
の
代
表
作
品
の
本
数
が

多
か
っ
た
20
。
し
か
し
、
一
九
七
二
年
は
あ
る
意
味
特
別
だ
っ
た
よ
う
で

サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
新
聞
の
評
論
家
デ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
ウ
ス
（D

erek
 

P
ro

u
se

）
氏
は
「
近
年
の
不
況
か
ら
の
リ
バ
イ
バ
ル
」
と
日
本
の
映
画
を

評
価
し
た
。
大
島
渚
の
「
少
年
」
が
映
画
祭
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
に
選
ば
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
は
日
本
の
映
画
の
上
映
回
数

が
少
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
Ａ
Ｔ
Ｇ
周
辺
の
非
商
業
映
画
は
ロ
ン
ド
ン
映
画

祭
で
上
映
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
実
験
映
画
は
ロ
ン
ド
ン
映

画
祭
と
比
べ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
映
画
祭
の
方
が
上
映

回
数
は
多
か
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
よ
り
十
年
先
に
開
幕
し
た
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
映
画
祭

は
、
演
劇
を
中
心
と
し
た
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
時

に
行
わ
れ
た
時
期
も
あ
り
、
特
集
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
映
や
独
特
な
映
画
上
映

の
企
画
な
ど
歴
史
的
に
も
個
性
あ
る
映
画
祭
と
し
て
評
価
さ
れ
続
け
て
い

る
。 

ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
と
比
べ
て
日
本
作
品
の
上
映
回
数
が
多
か
っ
た

わ
り
に
は
、
黒
沢
明
や
小
津
安
二
郎
監
督
作
品
の
上
映
が
同
時
代
に
な
か

っ
た
の
も
日
本
の
映
画
の
扱
い
に
関
し
て
は
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

商
業
映
画
自
体
の
存
在
も
全
体
的
に
薄
か
っ
た
の
が
特
徴
と
も
言
え
て
、

一
九
七
三
年
に
は
松
竹
を
「
ソ
ー
チ
ク
」
や
「
シ
ー
チ
ク
」
な
ど
文
字
を
二

回
も
間
違
え
て
い
る
の
も
象
徴
的
で
あ
る
21
。
日
本
の
商
業
映
画
に
興
味

を
示
さ
な
か
っ
た
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
は
、
代
わ
り
に
自
主
映

画
や
実
験
映
画
に
は
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

比
較
的
に
は
大
手
の
巨

匠
監
督
の
作
品
を
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
は
上
映
せ
ず
に
、 

土
本
典

昭
監
督
作
品
の
記
録
映
画
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
路
上
」（
一
九
六
四
年
上

映
）
や
久
里
洋
二
の
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
ア
オ
ス
」（
一
九
六
六
年
上

映
）
な
ど
の
例
が
あ
っ
た
22
。
六
〇
年
代
後
半
一
九
六
七
〜
七
一
年
ま
で

は
一
本
も
日
本
の
映
画
は
上
映
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
か
ら
ま
た
上

映
回
数
が
自
主
映
画
作
品
を
中
心
に
増
え
て
い
っ
た
。
一
九
七
三
年
に
は

JA
PA

N
 E

V
E
N

T

と
名
付
け
た
大
規
模
な
邦
画
特
集
が
企
画
さ
れ
、
短
編

を
含
め
た
十
五
本
の
作
品
が
上
映
さ
れ
た
23
。
し
か
し
、
作
品
の
選
択
は

幅
が
広
か
っ
た
に
し
て
も
並
び
合
わ
せ
が
危
う
い
例
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

近
日
再
発
見
さ
れ
た
木
下
恵
介
監
督
の
自
主
映
画
作
品
「
狂
っ
た
一
頁
」

は
特
別
に
関
係
も
な
く
大
島
渚
監
督
作
品
の
「
ユ
ン
ボ
ギ
の
日
記
」
と
一

緒
に
上
映
さ
れ
た
24
。JA

PA
N

 E
V

E
N

T

で 

上
映
さ
れ
た
松
本
俊
夫
の
短
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編
作
品
も
同
じ
く
製
作
さ
れ
た
国
が
同
じ
と
い
う
理
屈
以
外
に
関
連
性
の

薄
い
作
品
と
上
映
さ
れ
た
。
中
に
も
象
徴
的
な
の
は
、「
メ
タ
ス
タ
シ
ス
」

が
深
作
欣
二
監
督
作
品
の
「
仁
義
な
き
戦
い
」
と
上
映
さ
れ
た
こ
と
だ
25
。

そ
れ
で
も
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
映
画
祭
は
国
際
映
画
祭
の
中
で
も
比
較
的
に

実
験
的
な
映
像
を
上
映
し
た
経
歴
が
あ
る
の
で
、
英
国
で
は
唯
一
同
時
代

で
日
本
の
実
験
映
画
を
紹
介
し
た
映
画
祭
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
や
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
の
作
品
選
択
と
同
様
、

映
画
批
評
を
調
査
す
る
と
更
に
英
国
で
の
受
容
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
評
論
家
は
日
本
の
時
代
劇
に
関
し
て
の
知
識
が
足
り
な
か

っ
た
事
が
分
か
っ
た
。
一
九
六
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
た

小
林
正
樹
の
「
上
意
討
ち
拝
領
妻
始
末
」
は
「
ア
ジ
ア
的
西
洋
映
画
」
と
サ

ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
紙
で
評
価
さ
れ
、
評
論
家
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ビ

ン
ソ
ン
（D

avid
 R

o
b
in

so
n

）
氏
に
は
時
代
劇
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
い
う
鑑
定
、

そ
し
て
映
画
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
文
で
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
劇
作
家
ヘ

ン
リ
ッ
ク
・
イ
プ
セ
ン
と
比
較
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
自
主
映

画
と
商
業
映
画
業
界
の
区
別
が
出
来
て
い
な
い
事
が
、
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭

で
上
映
さ
れ
た
大
島
渚
監
督
作
品
の
「
儀
式
」
に
関
し
て
の
コ
メ
ン
ト
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
の
評
論
家
デ
リ
ッ
ク
・
マ
ル
コ
ム

（D
erek

 M
alco

lm

）
氏
は
大
島
渚
の
作
品
を
「
小
津
ス
タ
イ
ル
で
描
か

れ
た
映
画
」
と
評
価
し
た
。 

当
時
の
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
ケ
ン
・
ヴ
ュ
ラ
ー
シ
ン
（K

en
 W

lasch
in

）
氏
に
は
、
映
画
祭
出
品
作

品
全
般
に
当
た
る
「
儀
式
的
不
合
理
性
」
の
テ
ー
マ
と
一
致
し
た
作
品
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
批
評
を
読
む
と
「
儀
式
」
の

不
自
然
的
な
展
開
は
日
本
か
ら
来
た
事
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

「
日
本
の
映
画
だ
と
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
支
配
的
で
冷
た
い
オ
ジ

イ
さ
ん
や
近
親
相
姦
も
含
め
て
普
段
の
日
常
生
活
に
は
あ
ま
り
な
い

物
が
「
儀
式
」
で
は
見
ら
れ
る
。」26

遠
隔
の
国
で
あ
る
日
本
な
ら
で
は
で
あ
る
非
日
常
的
な
出
来
事
と
い
う

結
論
に
は
当
時
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
反
映
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う

に
、
一
九
七
〇
年
代
の
段
階
で
は
英
国
で
一
般
公
開
さ
れ
た
作
品
も
映
画

祭
に
招
待
さ
れ
た
日
本
の
作
品
も
数
少
な
か
っ
た
せ
い
か
、
評
論
課
程
が

狭
い
の
が
明
確
に
分
か
る
。
と
は
い
え
、
英
国
の
評
論
家
も
知
識
の
浅
さ

に
関
し
て
自
己
批
判
は
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ス
コ
ッ
ツ
マ
ン
紙
の
評
論
家

は
今
村
監
督
作
品
を
一
九
七
三
年
度
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
で
観

賞
し
て
か
ら
、「
今
村
昌
平
の
映
画
を
見
て
み
る
と
、
日
本
映
画
全
体
を

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
」
と
主
張
し
た
27
。
こ
の

よ
う
に
日
本
の
映
画
に
つ
い
て
批
評
す
る
基
準
点
の
足
り
な
さ
と
そ
の
重

要
性
の
自
覚
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
は
い
え
、
六
〇
年
代
と
七
〇
年
代
初

期
に
関
し
て
の
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
形
式
と
そ
の
受
容
は
反
映
し
合
い
、
全
般
的
に
評
価
の
幅
を
広
げ

る
必
要
性
を
表
し
た
。 

時
代
を
遡
る
と
、
日
本
の
非
商
業
的
作
品
は
本
格
的
に
映
画
祭
で
扱
わ
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
五
年
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
で
は
、

寺
山
修
司
の
短
編
作
品
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
つ
と
長
編
二
本
が
上
映
さ
れ
た
。 

劇
団
・
天
井
桟
敷
と
寺
山
修
司
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
界
の
文
脈
で
は
こ

の
時
点
で
す
で
に
知
名
度
が
あ
り
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
演
劇
祭
と
の
繋
が
り

も
深
か
っ
た
映
画
祭
で
始
め
て
映
画
作
家
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
小

特
集
で
は
、
寺
山
修
司
自
身
も
森
崎
偏
陸
と
同
行
し
て「
拡
張
映
画
」（
エ

ク
ス
パ
ン
デ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
）
作
品
「
ロ
ー
ラ
」
や
「
審
判
」
の
上
演
も
含

め
た
短
編
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
つ
と
Ａ
Ｔ
Ｇ
製
作
の
長
編
映
画
「
書
を
捨
て
よ
、

街
へ
出
よ
」
と
「
田
園
に
死
す
」
を
上
映
し
た
。
寺
山
修
司
の
前
衛
的
な

姿
勢
は
全
般
的
に
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
、
特
に
森
崎
偏
陸
氏
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
飛
び
込
む
劇
的
な
「
ロ
ー
ラ
」
は
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
紙
で
高
い
評
価
を

受
け
て
、
寺
山
は
今
年
度
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
の
ス
タ
ー
と
歓
迎

さ
れ
た
28
。

 

数
年
後
、
劇
団
・
天
井
桟
敷
に
も
参
加
し
た
評
論
家
の
ト
ニ
ー
・
レ

イ
ン
ズ
（To

n
y R

ayn
s

）
氏
は
「E

IG
A

 25 Y
E
A

R
S O

F JA
PA

N
E
SE

 

C
IN

E
M

A

」
を
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
で
企
画
し
て
、
更
に
日
本
映

画
の
枠
を
広
げ
た
29
。
短
編
映
画
も
含
め
て
五
十
四
本
の
作
品
が
紹
介
さ

れ
た
大
特
集
は
一
九
六
〇
〜
八
四
年
の
間
に
製
作
さ
れ
た
作
品
を
幅
広

く
紹
介
し
た
。
金
井
勝
監
督
作
品
「
無
人
列
島
」
な
ど
の
独
立
プ
ロ
作
品
、

「
エ
ロ
ス
＋
虐
殺
」
と
「
薔
薇
の
葬
列
」
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｇ
制
作
／
配
給
作
品
、

岡
部
道
男
監
督
作
品
「
少
年
嗜
好
」
と
「
回
想
録
」、
寺
山
修
司
の
短
編
作

品
、
イ
メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
周
辺
の
短
編
特
集
な
ど
を
含
む
実
験
映
画
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
レ
イ
ン
ズ
氏
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
。
ス
コ
ッ
ツ
マ
ン

紙
の
評
論
家
イ
ア
ン
・
ベ
ル
（Ian

 B
ell

）
氏
に
よ
る
と
レ
イ
ン
ズ
氏
は

異
国
情
緒
の
枠
組
み
か
ら
日
本
を
救
い
、
宇
宙
か
ら
来
た
花
で
は
無
い
事

を
主
張
し
た
か
っ
た
よ
う
だ
30
。
映
画
祭
を
機
会
に
出
版
さ
れ
た
特
集
の

カ
タ
ロ
グ
に
は
大
島
渚
や
佐
藤
忠
男
が 

執
筆
し
た
論
文
や
大
林
宣
彦
と

寺
山
修
司
の
対
談
な
ど
の
英
訳
が
記
載
さ
れ
る
な
ど
充
実
し
た
内
容
を
含

む
、
英
国
で
日
本
映
画
を
扱
う
中
で
は
最
大
な
特
集
が
企
画
さ
れ
た
。
し

か
し
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
根
強
く
グ
ラ
ス
ゴ
ー
・
ヘ
ラ
ル
ド
紙
の
評

論
家
ジ
ュ
リ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
（Ju

lie D
avid

so
n

）
氏
は
「
神

秘
的
東
洋
は
秘
密
を
い
く
つ
か
披
露
し
た
」
と
書
く
な
ど
、
未
知
な
る
世

界
と
い
う
扱
い
は
続
い
た
よ
う
だ
31
。

以
上
、E

X
P
R
M

N
T
L

国
際
実
験
映
画
祭
、
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
、
エ
デ

ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
の
同
時
代
に
当
た
る
日
本
の
非
商
業
映
画
・
実
験

映
画
の
扱
い
と
そ
の
受
容
を
、
映
画
祭
を
通
し
て
検
討
し
て
み
た
。
し
か

し
、
六
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
日
本
の
映
画
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ

る
方
法
は
映
画
祭
だ
け
で
は
な
く
な
っ
た
。
映
画
館
の
枠
を
越
え
た
映
像

の
手
法
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
時
期
は
別
世
界
と
し
て
思
わ
れ
た

「
美
術
」
の
枠
内
で
も
映
画
が
扱
わ
れ
る
事
が
国
際
的
な
傾
向
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
映
画
祭
や
一
般
公
開
か
ら
外
れ
た
「
美
術
と
し
て

の
映
像
」
の
企
画
と
受
容
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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美
術
と
し
て
の
映
像

ロ
ン
ド
ン
のIn

stitu
te o

f C
o
n
tem

p
o
rary A

rts 

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で

は
一
九
六
八
年
十
二
月
七
日
〜
六
九
年
一
月
二
十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
「Flu

o
rescen

t C
h
rysan

th
em

u
m

」（
蛍
光
菊
）
展
が
日
本
の
現

代
美
術
を
始
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
す
る
事
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

一
九
四
六
年
に
多
分
野
の
境
界
面
と
共
同
の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
設
立

さ
れ
、
一
九
六
八
年
に
現
在
に
至
る
場
所
に
移
っ
て
か
ら
更
に
現
代
美
術

に
関
し
て
は
重
要
な
場
と
な
っ
た
。
芸
術
の
境
界
線
を
超
え
る
活
動
を
意

識
的
に
行
っ
て
い
た
場
所
と
し
て
は
、 

国
際
的
に
見
て
も
当
時
は
特
別
だ

っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
映
画
館
で
の
上
映
も
含
め
て
、
映
像
作
品
を
普
通
に

使
わ
れ
る
上
映
方
法
以
外
の
や
り
方
で
紹
介
し
た
。
蛍
光
菊
展
の
特
徴
は

絵
画
で
は
な
く
デ
ザ
イ
ン
を
焦
点
と
し
て
の
現
代
彫
刻
、
ポ
ス
タ
ー
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ス
コ
ア
や
映
像
を
展
示
し
た
事
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
個
別
的
に
針
生
一
郎
が
彫
刻
、
中
原
佑
介
が
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
、 

秋
山
邦
晴
が
音
楽
、
東
野
芳
明
が
映
画
を
担
当

し
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ヤ
シ
ャ
・
ラ
イ
ハ
ー
ト
（Jasia R

eich
ard

t

）
氏

に
よ
っ
て
東
京
画
廊
と
南
画
廊
の
共
同
企
画
が
な
さ
れ
た
。

展
示
の
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
杉
浦
康
平
の
構
成
に
よ
っ
て
、
映
像
は
最
終
点
に
当
た
る
部
屋
に
図
形

譜
と
一
緒
に
展
示
さ
れ
た
。
東
野
芳
明
氏
に
選
ば
れ
た
映
画
作
品
を
み
る

と
、
第
一
回
草
月
実
験
映
画
祭
と
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
東
京1968

に
当
た
る
映
画
祭
の
受
賞
・
出
品
作
品
が
多
い
。
そ
の
上
、

元
々
草
月
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
早
く
も
注
目
を
浴
び
て
い
た
実
験
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
分
野
の
作
品
が
多
く
、
中
に
も
他
分
野
で
紹
介
さ
れ
た
作

家
と
関
連
性
の
強
い
、
あ
る
い
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
他

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
映
像
作
家
が
導
入
さ
れ
た
よ
う
だ
。
横
尾
忠
則
と

宇
野
亜
喜
良
は
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
出
品
作
品
も
あ
り
、
具
体
美
術
協
会
の

今
井
則
雄
は
同
じ
題
名
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
「
円
」
を
出
品
し
た
の
で
、
中
に

も
同
じ
展
示
で
多
別
分
野
の
活
動
が
披
露
さ
れ
た
作
家
も
い
た
。
久
里
洋

二
監
督
作
品
以
外
は
恐
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
初
め
て
上
映
さ
れ
た
作
品
が

集
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
蛍
光
菊
展
の
展
示
構
成
を
見
る
と
、
図
形
譜
の
展
示
と
同
じ

空
間
を
共
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ク
リ
ー
ン
一
つ
に
投
影
さ
れ
た

映
画
は
ル
ー
プ
と
し
て
流
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
合
計
二
時
間
十
六
分
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
観
賞
し
た
観
客
は
恐
ら
く
少
な
く
、
個
別
の
作
品
と
し
て
の

認
識
も
薄
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
美
術
館
の
空
間
に
当
た
る
映
像
の
扱
い

は
今
で
も
美
術
界
で
は
問
題
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
映
像
を
引
用
し
た
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
例
も
ま
だ
少
な
い
当
時
は
よ
り
い
っ
そ
う
映
像
の

展
示
は
時
期
尚
早
な
段
階
で
あ
っ
た
。
蛍
光
菊
展
の
展
示
の
映
像
の
展
示

方
法
の
辿
々
し
さ
も
そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
杉
浦
康
平
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
展
示
構
成
を
見
る
と

各
テ
ー
マ
の
関
連
性
を
勘
考
し
て
あ
る
よ
う
だ
が
、
実
際
は
作
品
よ
り
も

展
示
の
意
図
が
注
目
さ
れ
た
よ
う
だ
32
。
し
か
し
、
通
常
と
は
異
な
る
取
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組
み
方
法
で
映
像
作
品
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
面
で
は
重
要
な
企
画

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
ほ
ど
の
本
数
で
日
本
の
実
験
映
画

作
品
が
一
挙
に
披
露
さ
れ
た
の
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
初
め
て
だ
っ
た
事
に
関

し
て
も
、
蛍
光
菊
展
の
映
像
展
示
は
見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
。

展
示
以
外
に
も
映
画
の
上
映
を
行
な
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、 

会
員
制
の
倶

楽
部
に
上
映
施
設
を
貸
し
た
た
め
非
商
業
映
画
の
上
映
も
行
な
わ
れ
た
。

近
辺
地
域
の
ソ
ー
ホ
ー
で
は
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
映
画
と
し
て
、
様
々
な
日

本
の
商
業
映
画
や
長
編
自
主
映
画
が
上
映
さ
れ
た
33
。
例
え
ば
評
論
家
の

デ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ル
（D

erek
 H

ill

）
氏
が
企
画
し
た
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・

ク
ラ
ブ
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
含
む
ロ
ン
ド
ン
各
地
で
上
映
を
行
い
検
閲
の
た
め
一

般
上
映
が
禁
じ
ら
れ
た
作
品
の
上
映
を
行
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映

画
祭
で
高
く
評
価
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
Ｔ
Ｇ
製
作
の
篠
田
正
浩

監
督
作
品
「
心
中
天
網
島
」
は
ク
ン
ニ
リ
ン
グ
ス
の
場
面
の
た
め
一
般
上

映
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
ク
ラ
ブ
に
て
倶
楽
部

経
由
の
配
給
が
行
な
わ
れ
た
。
他
に
も
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（E

lectric
）
や

ザ
・
ア
ザ
ー
・
シ
ネ
マ
（T

h
e O

th
er C

in
em

a, 

サ
ー
ド
・
シ
ネ
マ
担

当
配
給
団
体
）
が
ロ
ン
ド
ン
各
地
で
上
映
を
行
な
っ
た
。

実
験
映
画
も
同
じ
く
一
般
公
開
や
映
画
祭
と
別
の
経
路
で
も
ロ
ン
ド

ン
各
地
で
上
映
が
企
画
さ
れ
た
。
一
九
六
六
年
に
組
ま
れ
た
ロ
ン
ド
ン
・

フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
ー
ポ
（Lo

n
d
o
n
 Film

m
ak

ers, C
o
-o

p

）

は
ベ
タ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
（B

etter B
o
o
k
s

）
と
い
う
本
屋
の
地
下
室
を
本

拠
地
と
し
て
上
映
や
拡
張
映
画
の
上
演
を
し
た
34
。
一
九
六
七
年
に
ベ
タ

ー
・
ブ
ッ
ク
ス
が
閉
店
し
て
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
で
上
映
を
企
画
し
た
ロ
ン

ド
ン
・
コ
ー
ポ
は
、 

コ
ベ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン
の
ド
リ
ュ
ー
リ
ー
・
レ
ー
ン

に
在
っ
た
ザ
・
ア
ー
ト
・
ラ
ボ
（T

h
e A

rt Lab

）
で
も
上
映
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た 

。
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ム
・
ヘ
ー
ン
ズ
が
始
め
た
ザ
・
ア
ー

ト
・
ラ
ボ
で
は
、
各
分
野
の
芸
術
活
動
を
一
つ
の
空
間
に
統
合
す
る
た
め

の
も
の
だ
っ
た
。
ザ
・
ア
ー
ト
・
ラ
ボ
の
映
画
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
デ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
（D

avid
 C

u
rtis

）
氏
は
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心

の
実
験
映
画
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
映
画
を
上
映
し
た
。
日
本
の
実
験
映
画
の
上

映
は
数
少
な
か
っ
た
が
、
一
九
六
九
年
一
月
に
日
本
の
実
験
映
画
作
家
・

飯
村
隆
彦
の
上
映
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
上
映
企
画
が
半
年
の
間
に
十
二

カ
国
四
十
箇
所
に
渡
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ツ
ア
ー
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
最

後
に
日
本
で
唯
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
六
〇
年
代
に
ツ
ア
ー
を
し
た
実
験
映
画

作
家
・
飯
村
隆
彦
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
活
動
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。 

飯
村
隆
彦
の
六
〇
～
七
〇
年
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
活
動

飯
村
隆
彦
は
一
九
七
四
年
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
で
「
時
間
」

を
中
心
に
組
ま
れ
た
短
編
映
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
二
つ
上
映
さ
れ
た
35
。
映

画
祭
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
・
ケ
ー
ン
（Jo

h
n
 d

u
 C

an
e

）

氏
の
紹
介
文
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
飯
村
隆
彦
は
紹
介
さ
れ
た
。

「
飯
村
隆
彦
は
こ
こ
数
年
西
洋
で
発
達
し
て
い
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
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「Fluorescent Chrysanthemum」（蛍光菊）展映像作品一覧
監督 作品 英題 分数

HARA Masataka 
（Masato）

原正孝（原将人）

おかしさに彩られた
悲しみのバラード
　（1968）**

Sad ballad coloured 
funny

13 min

HAYASHI Seiichi
林静一

かげ
（1968）* Shadow 4 min

IMAI Norio
今井祝雄

円　
（1967）* The circle 4 min

KATSURA Kohei
桂宏平

うたかたの恋
（1968）** Fleeting love 10 min

KURI Yoji
久里洋二

G線上の悲劇
　（1969） Tragedy of strings 8 min

NAKAI Tsuneo
中井恒夫

パリュウド
（1968）** Paludes 24 min

NISHIMIYA Masaaki
西宮正明

草野心平詩集
（1964） The poetry of Kusano 5 min

OKUMURA Akio
奥村昭夫

猶予もしくは影を
撫でる男
　（1967）**

Postponement, or the 
man who stroked his 

own shadow
27 min

OHI Fumio　
大井文雄

無限大・無限小
（1968）* Infinity and limitation 10 min

SAKAMOTO Yukimasa
坂本行正

ホジ・ポジ
（1968）* Posi-posi 6 min

SHIMAMURA Tatsuo
島村達雄

幻影都市
（1967）** The city of illusion 5 min

UNO Akira
宇野亜喜良

La Fate Blance
（白い祭り）（1964）* White festival 7 min

YANAGISAWA Miwako
柳沢美和子

側
（1967） Side 2 min

YAMADA Manabu / 
TSUKIO Akio
山田学 /月尾嘉男

風雅の技法
（1967）** The art of fugue 3 min

YAZAKI Katsumi
矢崎勝美

女 x女 =女
（1967）**

Woman (Woman times 
woman equals woman)

2 min

YOKOO Tadanori
横尾忠則

堅々獄夫婦庭訓
（1965） Kachi-kachi yama 6 min

20 * 草月アート・センター主催の映画祭出品作品を示す。
** 草月アート・センター主催の映画祭受賞作品を示す。
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「もうヨーロッパに何も期待しなくていいんだ」日本の非商業映画・実験映画ヨーロッパ公開史

ド
映
画
に
貢
献
し
て
い
る
唯
一
の
日
本
人
で
あ
る
」36

こ
の
紹
介
文
で
表
れ
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
視
点
か
ら
は
「
実
験

映
画
」
の
活
動
は
西
洋
が
中
心
と
し
て
思
わ
れ
て
い
て
、
飯
村
隆
彦
以
外

は
日
本
の
実
験
映
画
作
家
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
一
九
七
四

年
八
月
二
十
六
〜
二
十
九
日
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
を
訪
れ
た
飯

村
隆
彦
は
、
そ
の
時
点
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
な
ど
に

滞
在
し
た
経
歴
を
通
し
て
海
外
の
活
動
が
盛
ん
に
あ
り
、
実
験
映
画
業
界

で
は
あ
る
程
度
の
知
名
度
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在

期
間
を
終
え
た
飯
村
隆
彦
は
妻
の
飯
村
昭
子
と
一
緒
に
一
九
六
九
年
一
月

か
ら
半
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
を
回
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
始
め
て
日
本

人
の
実
験
映
画
作
家
が
本
格
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ツ
ア
ー
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

各
地
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
飯
村
隆
彦
と
妻
の
飯
村
昭
子
さ
ん
が
持
ち
運

ん
だ
プ
リ
ン
ト
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
事
は
、
飯

村
隆
彦
は
個
人
の
作
品
だ
け
で
は
な
く
日
本
の
実
験
映
画
仲
間
の
作
品

も
一
緒
に
持
ち
運
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
に
て
上
映
を
行
な
っ
た
事
だ
。

一
九
六
四
年
に
結
成
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
の
作
家
が
中

心
に
大
林
宣
彦
、
金
坂
健
二
、
高
林
陽
一
と
外
山
鶴
良
の
作
品
が
一
本
ず

つ
、
飯
村
隆
彦
の
作
品
十
本
と
共
に
持
ち
運
ば
れ
た
。

フ
ィ
ル
ム
・
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
周
辺
の
作
家
は
北
米
で
は
六
〇
年
代

半
ば
か
ら
、
飯
村
隆
彦
と
ド
ナ
ル
ド
・
リ
チ
ィ
ー
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
一
九
六
五
年
に
は
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の(T

h
e M

o
vie)

で
は
、
リ
チ
ィ
ー
氏
の
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Jap

an
 U

n
d
ergro

u
n
d

」
で

初
め
て
日
本
の
実
験
映
画
が
北
米
に
紹
介
さ
れ
た
39
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
紹
介
文
で
リ
チ
ィ
ー
は
日
本
の
実
験
映
画
の
配
給
の
少
な
さ
と
作

品
自
体
の
奇
異
的
な
特
質
に
知
名
度
の
低
い
理
由
を
定
め
た
。
国
内
で

も
上
映
機
会
が
少
な
い
事
を
指
摘
し
た
リ
チ
ィ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
代

表
的
な
実
験
映
画
作
品
が
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は

西
洋
だ
け
で
な
く
世
界
で
始
め
て
だ
と
い
う
事
を
主
張
し
た
。
そ
し
て

一
九
六
六
年
四
月
二
十
九
日
〜
三
十
日
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ィ
ル
ム

メ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
ー
ポ
で

佐
藤
重
臣
と
飯
村
隆
彦
が

「Jap
an

ese E
xp

erim
en

tal 

F
ilm
—

N
ew

 Y
o
rk

 F
irst 

Sh
ow

in
g

」を
開
催
し
た
。

数
ヶ
月
後
の
一
九
六
六
年

六
月
三
十
日
〜
七
月
二

日
で
は
「E

xp
erim

en
tal 

Film
s Fro

m
 Jap

an

」
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
リ
チ
ィ
ー
氏

企
画
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
近
代
美
術
館
で
上
映

さ
れ
、
飯
村
、
大
林
、
高

佐藤重臣（左）と飯村隆彦（右）、ニューヨークのフィ
ルムメーカーズコーポ事務所。1966年、写真家不明



56

実験映画作家・飯村隆彦の 1969 年ヨーロッパ・ツアー
日程 

（1969） 国 都市 会場 個 / 特

3 月13日 オランダ アルネム Arnhems Daglad 
Hertsten Ochtendgloren 特集

3月15日 フランス パリ American Center for 
Students and Artists 特集

3月16日 〃 〃 〃 特集
3月17日 〃 〃 〃 特集
3月19日 オランダ アムステルダム Filmmuseum 個人
3月20日 〃 〃 〃 特集

3月26日 オランダ アイントホーベン Stichting 
Stadsschouwburg 個人

3月26日 ドイツ オーバーハウゼン 映画祭 1 特集
4月10日 ドイツ ケルン XScreen 特集

4月18日 ノルウェー ハーヴィクーデン Europeisk turne pa 
Hovikodden 個人

4月23日 フィンランド ヘルシンキ Suomen Elokuva-
Arkisto 個人

4月24日 〃 〃 〃 特集
4月25日 〃 〃 〃 特集

5月 6日 スウェーデン ストックホルム Svenska Filminstitutets 
Filmklubb 特集

5月10日 デンマーク コペンハーゲン Filmmuseet 個・特

5月20日 ドイツ ベルリン Freunde der dt. 
kinemthek 個人

5月21日 〃 〃 〃 特集

5月23日 ドイツ カッセル Hochschule für 
Bildende Künste Kassel 個・特

5月30日 ドイツ ミュンヘン Augusta-Kino 個人
5月31日 〃 〃 〃 特集
6月 4日 ドイツ フランクフルト Cantatesaal（映画祭）2 個人
6月17日 イタリア ミラノ Studio Orti 個人
6月19日 〃 〃 〃 特集
6月20日 スイス チューリッヒ Platte 27 個人
6月21日 スイス チューリッヒ Filmklub Zürich 特集
6月25日 イタリア ヴェローナ Galleria Ferrari 個・特
6月26日 イタリア トリノ Unione Culturale 個人
6月27日 〃 〃 〃 特集

注意：他にイギリス・ロンドンの ICAと Notting Hill Gate、イタリア・ローマの Filmist 
Studio 70、ドイツ・ハンブルグの Amerika Hausとベルギー・ブリュッセルのベルギー王
立フィルムアーカイヴでも上映が行なわれたが日程・詳細は未確認。会場も未確認だが、イ
ギリスのノッティンガム、マンチェスター、リヴァプールでも上映が行なわれた。

1　 オーバハウゼン短編映画祭では同じ日に久里洋二の「G線上の悲劇」、大井文雄「無限大・
無限小」、桂宏平の「うたかたの恋」、林静一の「かげ」と島村達雄「透明人間」がマダガス
カーとオーストラリアの短編作品一本ずつと一緒のプログラムで上映された。

2　 飯村隆彦はフランクフルトの EXPERIMENTA ‘69に招待され、彼の代表作「あい」がカ
ート・クレンの作品などと一緒のプログラムで上映された。
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「もうヨーロッパに何も期待しなくていいんだ」日本の非商業映画・実験映画ヨーロッパ公開史

林
、
リ
チ
ィ
ー
や
日
本
大
学
芸
術
学
部
映
画
研
究
会
の
作
品
が
上
映
さ
れ

た
40
。
芸
術
家
・
ア
ル
ド
ー
・
タ
ン
ベ
リ
ー
ニ
ー
（A

ld
o
 Tam

b
ellin

i

）

氏
主
催
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ゲ
ー
ト
（B

lack
 G

ate

）
で
も

一
九
六
八
年
十
月
四
〜
六
日
に
飯
村
隆
彦
と
来
日
し
た
松
本
俊
夫
の
マ

ル
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
41
、
同
じ
ゲ
ー

ト
・
シ
ア
タ
ー
（G

ate T
h
eatre

）
で
は
「Jap

an
ese E

ro
tica – p

o
etic 

sen
su

o
u
s exp

lo
ratio

n
s o

f th
e art o

f lo
ve fro

m
 th

e Jap
an

ese 

U
n
d
ergro

u
n
d

」
が
上
映
さ
れ
た
42
。
そ
の
後
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら

は
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
周
辺
作
家
以
外
に
も
日
本
の
実
験
映
画

は
北
米
で
上
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
43
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
紹
介
さ
れ
た
日
本
の
実
験
映
画
は
、
北
米
で

は
「
日
本
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
や
「
エ
ロ
ス
」
の
テ
ー
マ
が
宣
伝
で
強

調
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
題
名
や
新
聞
の

批
評
を
見
る
と
同
じ
く
二
つ
の
テ
ー
マ
に
重
点
が
置
か
れ
た
よ
う
だ
。
会

場
の
公
式
に
よ
っ
て
エ
ロ
ス
の
主
張
が
違
っ
た
よ
う
だ
が
、
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ト
リ
ノ
、
カ
ッ
セ
ル
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
の
上
映
で
は
エ
ロ
ス
の
誘
致
を
あ
る
程
度
利
用
し
て
い
た
よ
う

だ
。 

巨
大
な
ペ
ニ
ス
が
微
か
に
背
景
に
見
え
る
日
章
旗
を
隠
す
カ
ッ
セ

ル
の
上
映
ポ
ス
タ
ー
は
特
に
象
徴
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
の
衝
撃
的
な

イ
メ
ー
ジ
は
過
去
の
日
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
壊
す
政
治
的
な
解
釈

も
出
来
る
。
し
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
メ
ン
バ
ー
倶
楽
部
の
宣
伝
で
も
主
張

さ
れ
た
「
エ
ロ
ス
」
は
実
験
映
画
の
上
映
に
客
を
導
く
た
め
に
は
必
要
な

戦
略
だ
っ
た
の
か
？　

エ
ロ
ス
は
実
験
映
画
の
分
野
で
は
世
界
的
に
も
注

実験映画作家・飯村隆彦の 1969 年ヨーロッパ・ツアー映像作品一覧
監督 作品 英題 年 分数 プリント

飯村隆彦 あい AI / Love 1962 11 min 16mm

飯村隆彦 — Flowers 1968 12 min 16mm

飯村隆彦 ヴァージン Virgin Conception 1967-68 18 min 16mm

飯村隆彦 — Summer Happenings 
U.S.A

1968 28 min 16mm

飯村隆彦 カメラ・
マッサージ Camera Massage 1968 6 min 16mm

飯村隆彦 — Face 1968-69 21 min 16mm

飯村隆彦 いろ Iro / Colour 1962-63 11 min 16mm

飯村隆彦 リリパット
王国舞踏会

A Dance Party in 
Kingdom of Lilliput

1964 12 min 16mm

飯村隆彦  — De Sade 1962  9 min 16mm

飯村隆彦 ホワイト・
カリグラフィー White Calligraphy 1967 18 min 16mm

高林陽一 ひなのかげ Image of Hina Doll 1967 18 min 16mm

大林宣彦
Complexe＝微熱の玻
瑠あるいは悲しい饒舌ワ
ルツに乗って葬列の散歩

Complexe 1964 14 min 16mm

金坂健二 石けり Hopscotch 1966 10 min 16mm

外山鶴良 血吸い Blood Sucker 1967 14 min 16mm
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目
さ
れ
る
事
が
多
い
が
、

確
か
に
六
〇
年
代
後
半

に
当
た
る
飯
村
隆
彦
の

製
作
は
エ
ロ
ス
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
品
が
多
く
、

一
九
六
三
年
制
作
の
性

行
為
を
描
い
た
彼
の
代

表
作
「
あ
い
」
は
日
本

の
実
験
映
画
の
中
で
は

一
番
海
外
の
上
映
回
数

が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
44
。
し
か
し
、
ツ
ア

ー
で
上
映
さ
れ
た
他
の

作
家
の
作
品
を
見
る
と

特
別
に
エ
ロ
ス
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
品
は
少
な
い
。
北
米
で
も
行
な
わ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

「
エ
ロ
ス
」
の
主
張
は
何
処
ま
で
飯
村
隆
彦
自
身
、
も
し
く
は
各
会
場
の

戦
略
だ
っ
た
の
か
？　

何
は
と
も
あ
れ
、
飯
村
隆
彦
の
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て

日
本
の
実
験
映
画
の
認
知
度
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
が
っ
た
事
は
重
要
だ
と

思
わ
れ
る
。

一
九
六
六
〜
六
九
年
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
た
飯
村
隆
彦

は
、
北
米
（
主
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
の
活
動
を
中
心
に
語
ら
れ
る
事
が

多
い
。
し
か
し
、
一
九
六
九
年
の
ツ
ア
ー
以
来
の
七
〇
年
代
初
期
の
活
動

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
拠
点
と
し
て
い
た
。
一
九
七
二
年
に
は
ド
イ
ツ
芸
術

交
流
会
（D

A
A

D

）
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
で
一
九
七
四
年
ま
で
ベ
ル
リ
ン

に
滞
在
し
て
い
た
飯
村
は
、
一
九
七
三
年
だ
け
で
も
ア
ー
ゼ
ナ
ル
（
ベ
ル

リ
ン
）
で
五
日
に
渡
っ
て
フ
ィ
ル
ム
と
ビ
デ
オ
の
上
映
、
ベ
ー
カ
ー
画
廊

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
で
個
展
、
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
のA

D
A

. 

A
k
tio

n
en

 d
er A

van
tgard

e 

（
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
行
為
）
に
も
参

加
し
て
幅
広
く
活
躍
し
て
い
た
45
。
六
〇
年
代
後
半
か
ら
ビ
デ
オ
制
作

も
始
め
た
飯
村
隆
彦
は
、
一
九
七
四
年
に
ビ
デ
オ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
作
品
の
個
展 TA

K
A

 IIM
U

R
A

 V
ID

E
O

 TA
P
E
S 1970–1973

を

N
eu

er B
erlin

er K
u
n
stverein

 e.v. –V
id

eo
th

ek

で
開
催
し
た
。
ド

イ
ツ
以
外
に
も
活
動
は
幅
広
く
、
一
九
七
三
年
九
月
三
〜
十
六
日
ま
で
ロ

ン
ド
ン
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
国
立
映
画
劇
場
（
Ｎ
Ｆ
Ｔ
、
現
在
Ｂ
Ｆ
Ｉ
）
で
開
催

さ
れ
たA

 Festival o
f In

d
ep

en
d
en

t A
van

t–G
ard

e Film

（
自
主

制
作
前
衛
映
画
の
祭
）
に
も
飯
村
隆
彦
は
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
フ
ィ
ル

ム
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
一
つ
出
品
し
た
46
。
そ
の
後
も
一
九
七
三

年
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ブ
リ
ゲ
ン
ツ
の
パ
レ
・
ト
ル
ン
・
ウ
ン
ト
・
タ

ク
シ
ス
で
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ス
」
の
展
示
を
行
な
っ
た
47
。

一
九
七
四
年
に
ベ
ル
リ
ン
か
ら
離
れ
て
か
ら
パ
リ
に
引
っ
越
し
た
飯

村
隆
彦
は
、
続
け
て
一
九
七
四
年
九
月
二
十
二
〜
二
十
三
日
に
ベ
ル
ギ

ー
の
ア
ー
ル
ス
ト
に
あ
る
小
さ
な
画
廊
ニ
ュ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム
で
フ
ィ

ル
ム
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
ひ
と
つ
の
線
と
し
て
見
み
え
る
ひ
と

飯村隆彦の1969年5月23日カッセル上映会ポスター
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つ
の
ル
ー
プ
」
を
展
示
、
そ
し
て
映
画
上
映
と
ビ
デ
オ
の
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
も
行
な
っ
た
。
そ
の
後
も
パ
リ
の
ジ
ェ
ル
マ
ン
画
廊
で
九
月

二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
ビ
デ
オ
の
グ
ル
ー
プ
展
で
は
、
ア
ラ
ン
・
カ

プ
ロ
ー
（A

llan
 K

ap
ro

w

）
や
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
・
パ
レ
ス
タ
イ
ン

（C
h
arlem

agn
e P

alestin
e

）
な
ど
の
巨
匠
と
一
緒
に
展
示
し
た
。
パ
リ

で
始
め
て
開
催
し
た
個
展
は
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
の
小
さ
な
画
廊
23
で
十

月
三
十
日
〜
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
間
「
ひ
と
つ
の
線
と
し
て
見
み
え
る

ひ
と
つ
の
ル
ー
プ
」
を
再
度
展
示
し
た
。
パ
リ
滞
在
中
は
ロ
ン
ド
ン
に
も

行
き
、
ロ
ン
ド
ン
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ヒ
ル
の
ゲ
ー
ト
シ
ネ
マ

（G
ate C

in
em

a

）
と
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
（R

o
yal 

C
o
llege o

f A
rts

）
美
術
学
校
で
も
上
映
を
重
ね
た
。
飯
村
隆
彦
の
七
〇

年
代
に
当
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
殆
ど
の
上
映
活
動
は
個
人
作
品
の
出
品
で

あ
っ
た
が
、
一
九
七
九
年
六
月
の
ロ
ン
ド
ン
前
衛
映
画
祭
で
は
彼
は
個
人

作
品
の
上
映
と
フ
ィ
ル
ム
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
含
め
て
日
本
の
実
験
映

画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
映
し
た
48
。
こ
の
特
集
は
七
〇
年
代
に
一
時
帰
国

し
た
飯
村
隆
彦
が
個
人
的
に
選
択
し
た
奥
山
順
市
「
映
画
」
や
居
田
伊
佐

雄
「
オ
ラ
ン
ダ
人
の
写
真
」
な
ど
を
含
む
十
二
人
の
作
家
に
よ
る
十
六
本

の
作
品
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
（
一
九
六
八
年
三
月
）
と

パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
も
上
映
が
行
な
わ
れ
た
49
。

映
画
祭
・
美
術
館
・
個
人
ツ
ア
ー
な
ど
の
経
由
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う

な
形
で
日
本
の
実
験
映
画
作
品
が
同
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
紹
介
さ
れ
た

現
状
を
調
査
し
て
み
た
。
日
本
の
実
験
映
画
の
本
格
的
な
海
外
分
配
は
ま

ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
のE

X
P
R
M

N
T
L3

で
始
ま
り
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
映

画
祭
な
ど
で
上
映
が
行
な
わ
れ
た
。
北
米
と
同
じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
同
時

代
で
上
映
さ
れ
た
作
品
は
数
少
な
く
、
誤
解
を
招
く
よ
う
な
形
で
上
映
さ

れ
る
例
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
上
映
回
数
は

徐
々
に
増
え
、
日
本
の
実
験
映
画
も
臨
在
が
広
が
り
、
個
別
的
に
作
家
は

認
め
ら
れ
て
い
く
事
と
な
っ
た
。
日
本
人
の
美
術
家
・
映
画
作
家
の
関
心

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
北
米
に
偏
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
事
実
だ
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
対
し
て
の
関
心
は
続
い
た
よ
う
だ
。
日
本
側
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
両
方
に
当
た
る
各
自
の
個
人
活
動
や
企
画
に
よ
っ
て
、
非

商
業
映
画
や
実
験
映
画
の
配
給
は
広
が
る
事
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
商

業
映
画
の
経
由
か
ら
は
み
出
た
自
主
活
動
も
辿
ら
な
く
て
は
、
ど
の
よ
う

に
日
本
の
映
画
が
同
時
代
に
語
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
全
体
像
を
捉
え
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
上
、
飯
村
隆
彦
の
よ
う
に
海
外
で
も
長
い
間
作

品
制
作
や
上
映
活
動
を
行
っ
た
作
家
の
道
筋
や
海
外
の
活
動
と
接
し
た
事

に
よ
る
影
響
な
ど
も
こ
れ
か
ら
は
考
え
な
く
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
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d
en

ce’, Fram
ew

o
rk

, 
n
o
. 22/23 (A

u
tu

m
n
): 67–70.

W
lasch

in
, K

en
 (1971). ‘D

eath
 D

ream
s an

d
 Sexu

al Lib
e-

ratio
n
’, To

d
ay’s C

in
em

a, 20
th N

o
vem

b
er.

Z
o
ller, M

axa (2011). ‘”Festival” an
d
 “m

u
seu

m
” in

 m
o
-

d
ern

ist film
 h

isto
ries’, T

am
ara T

ro
d
d
 (ed

.), Screen
/

Sp
ace: T

h
e p

ro
jected

 im
ag

e in
 co

n
tem

p
o
rary art. 

M
an

ch
ester an

d
 N

ew
 Y

o
rk

: M
an

ch
ester U

n
iversity 

P
ress, p

p
. 53–72.

註1
こ
の
点
は
マ
イ
ケ
ル
・
レ
ー
ン
氏
の
論
文
と
反
復
し
て 

、
映
画
祭
と

一
般
上
映
の
関
連
性
を
英
国
の
例
を
通
し
て
考
え
る
事
が
出
来
る
の
で
は
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な
い
か
と
思
う
。

2　

 

「Flu
o
rescen

t C
h
rysan

th
em

u
m

」 

展
覧
会
の
詳
細
に
関
し
て
は

東
京
藝
術
大
学
の
馬
定
延
の
研
究
を
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

3 
M

ek
as,  Jo

n
as (1964), p

. 114

参
考
。

4 
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ミ
ス
の
「
燃
え
上
が
る
生
物
」
は
上
映
が
禁
じ
ら
れ

た
た
め
、
ジ
ョ
ナ
ス
・
メ
カ
ス
や
ポ
ー
ル
・
ア
ダ
ム
ス
・
シ
ト
ニ
ィ
ー

の
ホ
テ
ル
部
屋
で
上
映
さ
れ
、
映
画
祭
の
最
終
日
に
は
会
場
で
も
無
理

矢
理
上
映
が
行
な
わ
れ
た
。

5 
Sigh

t an
d
 So

u
n
d

映
画
雑
誌
の
一
九
六
〇
年
夏
号
で
ド
ナ
ル
ド
・

リ
チ
ィ
は
日
本
の
映
画
を
全
体
的
に
紹
介
し
た
。
恐
ら
く
、
こ
こ
で
日

本
大
学
映
画
学
部
の
作
品
「
釘
と
靴
下
の
対
話
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た

論
文
が
日
本
の
実
験
映
画
を
英
国
に
始
め
て
文
章
の
形
で
紹
介
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。R

ich
ie, D

o
n
ald

 (1960), p
. 81

参
考
。

6 

こ
の
際
は
同
じ
く
特
別
賞
を
受
賞
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
リ
チ
ィ
の
「
ふ

た
り
」
は
、
恐
ら
く
長
編
作
品
で
あ
る
が
た
め
上
映
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
数
日
前
の
一
九
六
四
年
六
月
五
日
に
Ｓ
Ａ
Ｃ
試
写
会
で
「
ふ

た
り
」
は
「
戦
争
ご
っ
こ
」
と
一
緒
に
上
映
さ
れ
た
。

7 

他
に
も
評
論
家
の
佐
藤
重
臣
と
石
崎
浩
一
郎
、
映
像
作
家
の
足
立

正
生
と
金
坂
健
二
が
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
に
参
加
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
・
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
日
本
読
書
新
聞
、

一
九
六
四
年
九
月
四
日
号
に
て
発
表
さ
れ
た
。

8 
E
X

P
R
M

N
T
L5

を
全
般
的
に
は
批
判
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
評
論

家
ト
リ
ー
・
レ
イ
ン
ズ
氏
は
中
井
恒
夫
と
岡
部
道
男
の
出
品
作
品
を
高

く
評
価
し
た
。
中
井
の
作
品
は
「
映
画
祭
の
中
で
も
っ
と
も
強
烈
な

視
覚
的
体
験
で
、
完
全
に
感
覚
だ
け
で
通
し
た
メ
ロ
ド
ラ
マ
」
と
讃

賞
し
て
、
岡
部
の
作
品
は
分
類
制
度
に
耐
圧
す
る
作
品
と
し
て
褒
め
た
。

R
ayn

s, 1968, p
. 80

参
考
。
他
に
も
松
本
俊
夫
、
飯
村
隆
彦
、 

安
藤

紘
平
の
作
品
がE

X
P
R
M

N
T
L5

で
上
映
さ
れ
た
。
久
里
洋
二
の
作
品
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
注
目
を
浴
び
て
い
た
。
一
九
六
二
年
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
映

画
祭
で
青
銅
賞
を
受
賞
、
一
九
六
三
年
に
ア
ン
シ
ー
映
画
祭
で
特
別
審

査
員
賞
受
賞
、
一
九
六
四
／
六
五
／
六
七
／
六
八
年
に
オ
ー
べ
ル
ハ
ウ

ゼ
ン
映
画
祭
で
受
賞
な
ど
。
一
九
六
八
年
八
月
、
一
九
七
二
年
十
二
月

に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
のN

ed
erlan

d
s Film

m
u
seu

m

で
特
集
が
行

な
わ
れ
た
。

9 

高
林
陽
一 

「
石
ッ
こ
ろ
」（
高
林
陽
一
、一
九
六
〇
年
）
は
イ
タ
リ

ア
の
モ
ン
テ
カ
テ
ィ
ー
ニ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
国
際
映
画
祭
金
賞
と
イ
タ

リ
ア
・
サ
レ
ル
ノ
国
際
映
画
祭
銀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
日
本
の
実

験
映
画
作
家
の
中
で
高
林
陽
一
は
早
く
も
外
国
の
映
画
祭
で
存
在
感

を
表
し
た
。
ま
た
、
久
里
洋
二
の
作
品
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
注
目
を
浴

び
て
い
た
。
一
九
六
二
年
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
映
画
祭
で
青
銅
賞
を
受
賞
、

一
九
六
三
年
に
ア
ン
シ
ー
映
画
祭
で
特
別
審
査
員
賞
受
賞
、
一
九
六
四

／
六
五
／
六
七
／
六
八
年
に
オ
ー
べ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
映
画
祭
で
受
賞
な
ど
。

一
九
六
八
年
八
月
、
一
九
七
二
年
十
二
月
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

N
ed

erlan
d
s Film

m
u
seu

m

で
特
集
が
行
な
わ
れ
た
。

10 

日
本
か
ら
の
出
品
は
招
待
さ
れ
た
三
本
を
含
め
て
七
本
か
ら
選
択
さ

れ
た
。
小
野
洋
子
は
映
画
上
映
も
含
め
て
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
行
な
っ
た
。
一
九
六
二
年
五
月
二
十
四
日
に
草
月
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
初
め
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
も
各
地
で
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
コ
ッ
ク

ス
や
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
と
共
演
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
黒
い
袋
の
中

に
身
を
隠
す
行
為
を
一
日
中
行
な
っ
た
。 

11 
Leth

em
, R

o
lan

d
 (2013)

、
一
三
六
頁
参
考
。
レ
ー
テ
ム
氏
は

一
九
六
七
年
五
月
に
日
本
に
訪
れ
た
時
に
佐
藤
重
臣
に
若
松
孝
二
の
作

品
と
寺
山
修
司
の
劇
作
品
「
青
森
県
の
せ
む
し
男
」
を
見
せ
て
も
ら
い
、

感
激
し
た
ら
し
い
。
佐
藤
重
臣　
（
一
九
六
八
）、
三
四
│
三
五
頁
参
考
。
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12 
C
aem

, M
ich

ei an
d
 R

o
lan

d
 Leth

em
 (1970)

、 

一
三
三
頁
参
考
。

13 
Leth

em
, R

o
lan

d
 (2013)

、
一
三
六
頁
参
考
。

14 
佐
藤
重
臣　
（
一
九
六
八
）、
三
八
頁
参
考
。

15 

「
壁
の
中
の
秘
事
」
の
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
上
映
に
関
し
て
は
ロ
ー

ラ
ン
ド
・
ド
メ
ー
ニ
グ
、「
仕
掛
け
ら
れ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
―
―
「
国

辱
映
画
『
壁
の
中
の
秘
事
』
に
つ
い
て
」、
四
方
田
犬
彦
・
平
沢
剛
（
編
）、

「
若
松
孝
二　

反
権
力
の
肖
像
」。
東
京
：
作
品
社
、
四
七
―
八
四
頁
を

参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

16 
H

erostra
tu

s

（
一
九
六
七
）
の
上
映
時
期
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
時
報
を
参
考
。

17 
B

ard
o
n
, X

avier G
arcia (2013)

、 

六
二
頁
参
考
。

18 
Stein

, E
llio

tt (1968)

、 

七
二
頁
参
考
。

19 

ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
は
そ
の
後
も
二
回
黒
沢
明
の
作
品
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
を
飾
っ
た
（
一
九
八
〇
年
に
「
影
武
者
」
と
一
九
八
五
年
に
「
乱
」）。

20 

翌
年
の
ロ
ン
ド
ン
映
画
祭
（
一
九
七
三
年
）
も
日
本
代
表
作
品
三
本

の
う
ち
二
本
が
Ａ
Ｔ
Ｇ
製
作
作
品
の
「
戒
厳
令
」
と
「
股
旅
」
だ
っ
た
。

21 

一
九
七
三
年
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
カ
タ
ロ
グ
を
参
考
。

22 

し
か
し
、
一
九
五
九
年
に
成
瀬
巳
喜
男
監
督
作
品
の
「
コ
タ
ン
の
口

笛
」
の
上
映
は
あ
っ
た
。

23 

こ
の
中
で
も
今
村
昌
平
の
作
品
が
三
本
上
映
さ
れ
て
、「
豚
と
軍
艦
」

は
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
ア
ル
バ
レ
ス
（San

tiago
 A

lvarez

）
の
短
編
作
品

と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
上
映
さ
れ
、 

唯
一
「
日
本
」
と
い
う
枠
か
ら
離

れ
た
形
で
紹
介
さ
れ
た
。

24 

そ
の
上
、「
ユ
ン
ボ
ギ
の
日
記
」
は
昨
年
の
一
九
七
二
年
で
も
上
映

さ
れ
て
い
る
。

25 

他
に
「E

X
PA

N
SIO

N

」
は
今
村
昌
平
監
督
作
品
「
に
あ
ん
ち
ゃ
ん
」

と
一
緒
に
上
映
さ
れ
て
、「A

U
T
O

N
O

M
Y

」
は
小
川
紳
介
の
記
録
映

画
「
三
里
塚
の
夏
」
と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ
た
。
第
十
三
回

と
第
十
八
回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
記
録
映
画
祭
サ
ン
・
マ
ル
コ
金
獅
子
賞

受
賞
な
ど
、
松
本
俊
夫
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
程
度
上
映
回
数
を
重
ね

て
い
た
。
一
九
七
二
年
で
は
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
国
際
映
画

祭
で
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
の
短
編
作
品
な
ど
を
含
む
短
編
特
集
に

「E
X

PA
N

SIO
N

」
が
上
映
さ
れ
た
。

26 

筆
者
不
明 (1971). T

h
e T

im
es, 16

th D
ecem

b
er

よ
り
参
考
。

27 

今
村
昌
平
の
「
に
あ
ん
ち
ゃ
ん
」（
一
九
五
九
）、「
豚
と
軍
艦
」

（
一
九
六
〇
）
と
「
に
っ
ぽ
ん
戦
後
史 

マ
ダ
ム
お
ん
ぼ
ろ
の
生
活
」

（
一
九
七
〇
）
が
上
映
さ
れ
た
。

28 
R
o
b
in

so
n
, D

avid
 (1975), 45

頁
参
考
。

29 

寺
山
修
司
逝
去
後
に
開
催
さ
れ
た
特
集
は
寺
山
修
司
に
捧
げ
ら
れ
た
。

30 
B

ell, Ian
 (1984)

参
考
。

31 
D

avid
so

n
, Ju

lie (1984)

参
考
。

32 

展
示
の
詳
細
や
受
容
に
関
し
て
は
馬
定
延
の
研
究
発
表
「
展
覧
会
と

い
う
作
品
―
―
「Flu

o
rescen

t C
h
rysan

th
em

u
m

」
展
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
」（
二
〇
一
三
年
六
月
二
九
日
発
表
）
を
参
考
に
し
た
。

33 

会
員
制
の
倶
楽
部
で
上
映
さ
れ
た
映
画
は
宣
伝
経
由
が
一
般
公
開
と

異
な
る
た
め
掴
み
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ト
ニ
ー
・
レ
イ
ン
ズ
氏
に

よ
る
と
新
藤
兼
人
監
督
「
黒
猫
」（
一
九
六
八
）
や
大
島
渚
監
督
「
太
陽

の
墓
場
」（
一
九
六
〇
）
な
ど
の
作
品
は
エ
ロ
ス
を
強
調
し
た
宣
伝
で
メ

ン
バ
ー
倶
楽
部
上
映
が
行
な
わ
れ
た
そ
う
だ
。

34 

ベ
タ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
に
関
し
て
の
詳
し
い
情
報
はFlat H

o
u
se 

G
allery

の
「B

etter B
o
o
k
s: A

rt,  A
n
arch

y &
 A

p
o
stasy

」

（
二
〇
一
二
年
六
月
二
八
日
〜
七
月
二
九
日
）
を
参
考
に
し
た
。

35 
一
九
七
四
年
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
：「R

eel 
1

」は2
 m

in
u

tes 4
6
 secon

d
s 1

6
 fra

m
es (9 m

in
.), T

im
in

g 1
, 2

, 
3
, 4

 (12 m
in

.), T
im

e Len
gth

 1
, 2

, 3
, 4

 (12 m
in

.) 

とT
im

ed
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1
, 2

, 3
 (12 m

in
.)

、「R
eel 2

」
はC

ou
n

tin
g 1

 to 1
0
0
 or X

s (12 
m

in
.), A

 Lin
e 1

, 2
, 3

 (18 m
in

.), To See th
e Fra

m
e, N

ot to 
See th

e Fra
m

e (12 m
in

.)

とSeein
g N

ot Seein
g (4 m

in
.)

が

八
月
二
八
日
に
上
映
さ
れ
た
。
後
にR

eel 1

とR
eel 2

はM
O

D
E
LS 

R
eel 1 (1972, 43m

in
.)

とM
O

D
E
LS R

eel 2 (1972, 44 m
in

.)
に
改
名
さ
れ
た
。

36 

一
九
七
四
年
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
映
画
祭
カ
タ
ロ
グ
、
七
三
頁
参
考
。

37 

オ
ー
バ
ハ
ウ
ゼ
ン
短
編
映
画
祭
で
は
同
じ
日
に
久
里
洋
二
の
「
Ｇ
線

上
の
悲
劇
」、
大
井
文
雄
「
無
限
大
・
無
限
小
」、
桂
宏
平
の
「
う
た
か

た
の
恋
」、
林
静
一
の
「
か
げ
」
と
島
村
達
雄
「
透
明
人
間
」
が
マ
ダ

ガ
ス
カ
ー
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
短
編
作
品
一
本
ず
つ
と
一
緒
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
上
映
さ
れ
た
。

38 

飯
村
隆
彦
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
のE

X
P
E
R
IM

E
N

TA
 ‘69

に
招
待
さ

れ
、
彼
の
代
表
作
「
あ
い
」
が
カ
ー
ト
・
ク
レ
ン
の
作
品
な
ど
と
一
緒

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
上
映
さ
れ
た
。

39 

こ
の
特
集
で
は
飯
村
隆
彦
「
リ
リ
パ
ッ
ト
王
国
舞
踏
会
」、 

藤
野
一
友

／
大
林
宣
彦
の
「
喰
べ
た
人
」、日
大
映
研
の
「
椀
」（
一
九
六
二
）と
「
殉

教
者
」（
一
九
六
三
）、
大
林
宣
彦
の
「 C

o
m

p
lexe=

微
熱
の
玻
璃
あ

る
い
は
悲
し
い
饒
舌
ワ
ル
ツ
に
乗
っ
て 

葬
列
の
散
歩
道
」（
一
九
六
四
）

と
高
林
陽
一
の
「
む
さ
し
の
い
の
ち
」（
一
九
六
五
）
が
上
映
さ
れ
た
。

「
椀
」
は
足
立
正
生
監
督
作
品
、「
殉
教
者
」
は
富
田
勝
弘
監
督
作
品
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
。

40 

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
上
映
と
同
じ
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
上
映
さ
れ
た
。

41 

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
飯
村
隆
彦
の
「
サ
ー
ク
ル
ズ
」（
一
九
六
八
）、

「
ス
リ
ー
・
カ
ラ
ー
ズ
」（
一
九
六
八
）
と
松
本
俊
夫
の
「
つ
ぶ
れ
か
か
っ

た
右
眼
の
た
め
に
」（
一
九
六
八
）
が
上
演
さ
れ
た
。

42　

翻
訳
す
る
と
「
日
本
エ
ロ
テ
ィ
カ
・
日
本
の
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
の
詩
的
で
感
覚
的
な
性
の
芸
術
探
求
」。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
上

映
さ
れ
た
作
品
は
飯
村
隆
彦
の
「
あ
い
」、「D

e Sad
e

」、「
い
ろ
」、「
カ

メ
ラ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
と
富
田
勝
弘
の
「
殉
教
者
」（
一
九
六
三
）。

43 

例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ミ
レ
ニ
ウ
ム
劇
場
で
一
九
七
四
年
三
月
に

開
催
さ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
・
シ

ネ
マ
」
が
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
特
集
で
は
松
本
俊
夫
、
萩

原
朔
美
、
吉
崎
克
美
の
作
品
を
含
め
た
十
八
本
の
映
画
が
上
映
さ
れ
た
。

44 

「
カ
メ
ラ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
」（
一
九
六
八
）、「
フ
ラ
ワ
ー
・
オ
ー

ジ
ー
」（
一
九
六
八
）、「
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
」（
一
九
六
八
）、「
フ
ラ
ワ
ー
ズ
」

（
一
九
六
八
―
六
九
）、「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ユ
ー
」（
一
九
七
〇
）
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

45 

飯
村
隆
彦
は
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
ビ
デ
オ
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

「P
ro

ject Y
o
u
rself

」
を
展
示
し
た
。
他
に
もR

o
b
ert Fillio

u
, W

o
lf 

K
ah

len
, M

ario
 M

erz, A
llan

 K
ap

ro
w

とW
o
lf V

o
stell

が
参
加

し
た
展
示
で
あ
る
。 

上
映
の
他
に
も
一
九
七
三
年
に
飯
村
隆
彦
は
ベ
ル

リ
ン
の
ミ
ラ
ー
大
学
で
客
員
講
師
の
仕
事
も
し
て
い
た
。

46 

飯
村
隆
彦
は
一
九
七
三
年
九
月
五
日
にM

O
D

E
LS R

eel 1

と

M
O

D
E
LS R

eel 2

を
上
映
し
た
。上
映
作
品
と
関
連
性
も
強
い「+

&

－

」

を
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
展
示
し
た
。
飯
村
隆
彦（
一
九
八
五
）、一
五
│
一
九
頁
参
考
。

47 

飯
村
隆
彦
の
上
映
以
外
の
ド
イ
ツ
圏
の
上
映
は
一
九
七
二
年
十
一
月

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
立
劇
場
の
日
本
個
人
映
画
特
集
（
以
後
西
ド
イ
ツ
巡
回

上
映
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
相
原
信
洋
、
か
わ
な
か
の
ぶ
ひ
ろ
、
田
名
網

敬
一
、
奥
山
順
市
の
作
品
が
上
映
さ
れ
た
。

48

映
画
祭
の
名
前
はFILM

 LO
N

D
O

N
 – T

H
IR

D
 IN

T
E
R
N

A
T
IO

N
A
L 

AVA
N

T
–G

A
R
D

E
 FE

ST
IVA

L

で
一
九
七
九
年
六
月
九
日
〜
十
七
日
ま

で
国
立
映
画
劇
場
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
国
立
ヘ
イ
ワ
ー
ド
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
。





65

「もうヨーロッパに何も期待しなくていいんだ」日本の非商業映画・実験映画ヨーロッパ公開史

そ
の
後
、
東
京
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
協
力
で
イ
ギ
リ

ス
の
実
験
映
画
の
代
表
作
品
を
飯
村
隆
彦
は
東
京
で
上
映
し
た
。
飯
村

隆
彦
は
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
マ
ル
コ
ム
・
レ
グ
ラ
イ
ス
や
ピ
ー
タ
ー
・
ギ

ダ
ル
氏
な
ど
の
作
家
と
仲
が
良
く
、
同
時
代
の
英
国
実
験
映
画
作
家
に

は
特
に
「
時
間
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
が
強
く
認
め
ら
れ
て
い
た
よ

う
だ
。

49 

こ
の
特
集
は
イ
メ
ー
ジ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
真
木
画
廊
の
協
力
で
企
画

さ
れ
た
。
居
田
伊
佐
雄
の
「
オ
ラ
ン
ダ
人
の
写
真
」
は
ア
メ
リ
カ
映
画

専
門
雑
誌
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
フ
ィ
ル
ム
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
表
紙
を
飾

る
等
、
特
集
の
影
響
は
強
か
っ
た
よ
う
だ
。 

他
に
も
田
名
網
敬
一
、 

萩

原
朔
美
、
榎
本
予
一
、
松
本
俊
夫
、
か
わ
な
か
の
ぶ
ひ
ろ
と
飯
村
隆
彦

の
作
品
が
上
映
さ
れ
た
。

＊　

こ
の
論
文
の
準
備
の
際
に
、
お
話
を
聴
か
せ
て
頂
い
た
飯
村
隆
彦
氏
と
ト
ニ
ー
・

レ
イ
ン
ズ
氏
、
そ
し
て
資
料
に
関
し
て
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
たB

FI Lib
rary, 

Tate Lib
rary, Sted

elijk
 M

u
seu

m
 Lib

rary, E
Y

E
 Film

 In
stitu

te Lib
rary

、

慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
感
謝
を
捧
げ
た
い
。


